
2024年模擬株主総会
～投資家との建設的対話の最新トピックと

実演で学ぶ株主総会運営～

セミナー番号：51240214

第１部 講演及び質疑応答（約90分）

「投資家と企業の『建設的な対話」時代の株主総会に向け

た対応とは」
Ⅰ.機関投資家の賛否判断の実際

1．ガイドラインの策定／改定の実際

2．機関投資家の負担は
3．議決権行使のタイムリミットとは

4．ISS、グラスルイスの助言をどの程度活用するのか

5．「建設的な対話」は賛否判断に反映されるのか
Ⅱ.機関投資家に効果的なアプローチとは？

1．効果的なタイミングとは？

2．効果的な情報開示とは
3．効果的な対話相手の選定とアクセス

4．効果的なアピール

Ⅲ.社内で必要な意思決定
1．ダブルコード時代の株主総会に関する経営トップの理解の獲得

2．低PBR、低ROE体質の企業が取り組むべき経営方針の策定

3．サステナビリティに関する方針の策定と実行

4．脱炭素に向けた目標と方針（株主提案への備え）

5．DEIに向けた目標と方針（株主提案への備え）

6．取締役会の実効性を高める工夫

第２部 実演場面と解説（約90分）

「株主総会の基礎に立ち返る」
≪主要テーマ≫(予定)

1．近年のトピック（株主総会の電子提供措置、女性役員比率、

株主提案等）を踏まえた総会対応（質疑応答、議事進行）

2．一括上程方式による議事進行
3．株主提案が会社提案と一部重複している場合における審議・

採決方法

4．修正動議、手続的動議がなされた場合の議事整理
5．不規則発言への対応、退場命令

6．通信途絶が生じた場合の対応

第３部 『Ｑ＆Ａ 最新株主総会運営ハンドブック』(2024

年版)の解説（約30分）
(講義時間：約３時間30分)

――第１部（講演）では、「投資家と企業の『建設的な対話』時代の株主総会に向けた対応」に関する最新のトピックについて解

説。第２部では、東京証券取引所プライム市場上場の架空の会社が行う、いわゆるハイブリッド型バーチャル株主総会を舞台

として、総会担当者として押さえておきたい基礎を中心に実演（株式会社ICJの提供する実際のバーチャル株主総会サービス

「ＶＳＭプラットフォーム」を利用して配信します）。

◇本セミナーは【収録動画】配信です◇

《視聴方法》 ご視聴可能期間開始までに、Ｅメールにて視聴ＵＲＬと動画・資料等閲覧のパスワードをご連絡いたします。

● 視聴可能期間：第１部 2024年2月14日（水）10時～2024年4月26日（金）17時

第２部・第３部 2024年2月29日（木）10時～2024年4月26日（金）17時

● 申込期限：2024年４月19日（金）17時まで

● 受講料（ １名分）：33,000円（税込）――お申込み１口に対し、１名様の受講に限ります。

※ 株主総会運営のポイントをコンパクトにまとめた『Ｑ＆Ａ 最新株主総会運営ハンドブック』(2024年版) を無料贈呈いたします。

※お申込み方法等は、裏面をご覧ください。

主要講義項目

ご視聴の要領

商事法務ビジネス・ロー・スクール 有料WEBセミナーのご案内

●講師紹介● 企画・監修 第一東京弁護士会株主総会指導センターのメンバー

〈総責任者〉 渡邉和之 弁護士

〈企画編集責任〉 伊藤一哉 弁護士、小幡映未子 弁護士、高田洋平 弁護士、末岡雄介 弁護士

小松徹也 弁護士、大西宏治 弁護士、恒石直和 弁護士、劉セビョク 弁護士

第１部講師 藏本祐嗣氏（日本のせんたく立案支援工房株式会社代表取締役／株式会社日本投資環境研究所客員研究員）

＜講師プロフィール＞1985年東京大学経済学部を卒業し住友銀行（現三井住友銀行）入行。1990年住銀バンカース投資顧問（現三井住友DSア
セットマネジメント）に異動。ファンドマネジャー、クォンツヘッド、リサーチヘッド、運用企画担当執行役員、責任投資オフィサーを歴任。

2000年よりエゴンゼンダーにて日本法人社長、本社経営会議メンバーを歴任。2022年に日本のせんたく立案支援工房株式会社を設立するとと

もに、日本投資環境研究所（みずほ証券子会社）の客員研究員を務める。



〈有料WEBセミナー〉受講申込書
株式会社 商事法務 行 申込日: 年 月 日

FAX . 03-6262-6802

●お申込欄中、※印の部分は必須でご記入願います。

講座名：『2024年模擬株主総会』（受講料：33,000円（税込）１名分)

◆株主総会対策や株主対応は、毎年、その時々の傾向を把握したうえで行うことが必要であり、アップデイトが必要不可欠です。議事進

行も、その手続を誤ると決議取消リスクを抱えることとなります。また、日頃のIR活動、エンゲージメント、株主による議案提案への対応、

株主総会当日対応など、株主総会に関わる経緯全体が厳しく問われるようになっています。株主総会当日はもちろん、日頃から法令と

実務の双方の確認が重要です。

◆本年度の模擬株主総会の第１部（講演）では、「投資家と企業の『建設的な対話』時代の株主総会に向けた対応」に関する最新のトピック

について、解説します。第１部では、収録に先立ち、受講者から講師に対する事前質問をお受けし、講義の中で講師から回答します。日

頃の疑問や悩みの解決にご活用ください（質問期限：１月22日（月））。

◆第２部（実演場面と解説）では、東京証券取引所プライム市場上場の架空の会社が行う、いわゆるハイブリッド型バーチャル株主総会を

舞台として、議事の整理の仕方・動議対応など、株主総会の形式や傾向が変容する現在、一括上程方式による総会対応を実演し、総会

担当者として押さえておきたい基礎を中心に実演を行います。また、本年度は、株式会社ICJの協力を得て、同社の提供する実際のバー

チャル株主総会サービス「ＶＳＭプラットフォーム」を利用しながら、オンライン出席者による質問、議案の投票等を解説いたします。

◆また、本年度は第３部として、受講者全員にデータ形式で配布いたします『Ｑ＆Ａ 最新株主総会運営ハンドブック』(2024年版)の主要

トピックを解説いたします。本ハンドブックは、最新情報を取り入れて設問を見直すなどのアップデイトを行っています。株主総会運営の

ノウハウをコンパクトにまとめており、お手元に置いて使いやすいものに工夫されています。併せてご活用ください。

※ 本セミナーは、収録動画を配信してご視聴いただくものですが、第１部については、収録日当日（2024年１月29日（月）15時30分～17時）、会場受
講もできます（先着30名）。会場受講を希望される方は、備考欄に「第１部会場受講希望」の旨をご記載ください（収録日以降のセミナー申込キャンセ
ルはお受けできません）。なお、席に限りがございますのでお早めにお申込みください(開催会場：株式会社商事法務会議室〔東京都中央区日本橋〕）。

切り取らないでください

講座開設の趣旨

■本セミナーは、収録動画を配信してご視聴いただきます。必ずお申込前に、弊社ＨＰの各セミナー案内画面上の「ＷＥＢセミナー

の推奨環境・受講方法」、「ＷＥＢ配信ご利用の注意事項」をご覧のうえ、「テスト動画」にて視聴可能であることをご確認く

ださい。

■受講のお申込みは、弊社ＨＰの各セミナー案内画面からＷＥＢ上にてお申し込みいただくか、下記申込書に必要事項をご記入の

うえＦＡＸ・郵便にてご送付ください。お申込みの受付後、請求書を郵送いたします。

■受講料は、ご送付する請求書に従って、お振込みください。なお、「振込手数料」等は、ご負担くださいますようお願いいたし

ます。

■視聴ＵＲＬ・パスワードのご案内後や、講義資料等を別途郵送する旨をご案内しているセミナーについての講義資料等発送後は、

キャンセルは一切お受けできません。ご送付する請求書に従ってお振込みください。

■ご記入の個人情報は、弊社の「個人情報保護方針」に従って適切に取り扱います。

■反社会的勢力と判明した場合には、セミナーの受講をお断りいたします。

■講義内容等または主催者の都合により、受講資格を制限させていただき、受講のお申込みをお受けできない場合がございます。

■新型コロナウイルス、インフルエンザ等の市中感染状況や感染症蔓延防止のための政府方針、また天変地異の発生等の諸事情に

よりセミナーの開催・配信を中止・延期する場合がございます。

■申込先 〒103-0027 東京都中央区日本橋３－６－２（日本橋フロント３階）

株式会社商事法務ビジネス・ロー・スクール（ＵＲＬ: https://www.shojihomu.co.jp/）

電話：03（6262）6761（ダイヤルイン） Ｅメール: law-school@shojihomu.co.jp

お申込要領・ご注意事項

本セミナーの
ＱＲコード
→

※
社

名

※
住

所

（〒 － ）

※部署名：

業 種： ※TEL. － －

備 考：第１部の会場受講 参加する ／ 参加しない（どちらかを〇で囲んでください）

※受 講 者 名 ※受講者のＥメールアドレス
社歴等(端数切上) 今後のご

案内の要
否（注）入 社 後 実務経験

約 年 約 年
郵送希望

Eﾒｰﾙ希望

(注)本｢受講申込書｣ご記入の連絡先に、今後のセミナー案内等をすることを希望される方は、○で囲んでください。↑


